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のではない。調査時期は 2013 年 8 月であり、まだ他のメディアで書いていないケースで
ある。 
 
ある地方都市の食品スーパーのグロサリー課で働く高卒で 60 歳の主婦パート A さんは
勤続 27 年になる。夫、義父、義母、子ども 2 人がいた当時、年下の子どもが小学校 2 年
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たまたま優秀なチーフが見守り、改善に向かわせるから A さんの働きぶりが引き出され
るのか。あるいは慣行としては完成されたシステムが構築されているのか。大いに解くべ
き点だと思う。 
他にも、調査時期の関係で致し方ないのかもしれないが、急成長中である都市型の小型
スーパーの導入や PB 化の進展を与件として組み込んだ考察が、今後は求められよう。都
市型小型スーパーは著者の類型では判断に苦しむ点が残されるし、また PB 化はストア作
業をどのように変えるか、あるいは変わらないのか、の検証が待たれるからである。 
例えば、先ほど紹介した A さんが勤務する食品スーパーでは公式的な小集団活動は行わ
れていない。A さんの熱意ある働きぶりは、PB 商品に対する強力な愛着が起点になって
いた。 
おそらく著者は十分に留意していると思われるが、慎重に与件を増やすことで、中間型
や過渡型を見失いかねないという類型化の弱点を避け、経営方針とストアオペレーション
の対応関係を揺るがないものに仕上げることができる。 
なお、評者は、著者のいうストアオペレーションの特性は、当初は戦略との対応関係に
あるわけではなく、結局は戦略の一部を掘り下げたものになると考えていた。きちんと分
けたことに本書の意義があるが、新たな課題も生み出す。本書のようにあくまでも戦略か
ら切り離し、ストアオペレーションの特性、メカニズム、さらに外延した経営上や競争上
のロジックまで議論するのであれば、どうしてストアオペレーション自体の類型化まで完
遂しないのかと考えてしまう。 
本書を閉じる際に、著者は今後の研究課題の 1 つとして業態間比較ほか大切な論点を挙
げている。それらに手をのばすためにも、食品スーパー限定でよいからストアオペレーシ
ョンの類型があればと思う。そうであれば、近隣領域との議論は格段に広がるはずである。
評者はかつて、strategic な仕事と、operational な仕事に分けて日英チェーンストアの人
材育成の比較研究を行ったことがある。オペレーションの総まとめとしての類型化ができ
ていないので分析は難航を極めた経験から、この点を痛感する。 
紙幅が尽きそうである。本書はきわめて野心的な研究で、商業研究の膨大な蓄積、並み
居る業態論や革新論のすばらしい業績の中へ割って入ろうというのである。割って入った
ことで、検討すべき領域が大幅に増えた。商業研究者が必ず読むべき著書と思われる。 
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